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秩
父
別
町
青
果
蔬
菜
園
芸
振
興
協
議

会
・
妹
背
牛
町
花
卉
蔬
菜
振
興
協
議
会
・

沼
田
町
蔬
菜
振
興
協
議
会
が
三
町
の
こ

ど
も
園
へ
地
場
産
の
野
菜
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
し
た
。

　
「
管
内
で
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
で
き

て
い
な
い
中
で
、
少
し
で
も
子
ど
も
達

の
楽
し
み
に
な
っ
て
欲
し
い
」
ま
た
、

「
地
場
産
の
野
菜
を
食
べ
て
育
っ
て
ほ

し
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
メ
ロ
ン

や
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
が
七

月
二
十
六
日
に
秩
父
別
、
八
月
三
日
に

沼
田
、
八
月
四
日
に
妹
背
牛
で
各
代
表

者
か
ら
手
渡
さ
れ
、
給
食
と
し
て
サ
ラ

ダ
や
デ
ザ
ー
ト
と
し
て
振
舞
わ
れ
ま
し

た
。 北

い
ぶ
き
管
内
三
町
の
こ
ど
も
園
へ

野
菜
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

秩父別町青果蔬菜園芸振興協議会　我部山豊春会長（左）

妹背牛町花卉蔬菜振興協議会　田村昌之会長（後列中央）とメロン生産者の谷川雅昭理事（後列右から２番目）

沼田町蔬菜振興協議会　広田和行会長（左）
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七
月
十
二
日
、
北
育
ち
元
気
村
花
き

生
産
組
合
（
田
村
昌
之
組
合
長
）
は
、

地
場
産
の
花
に
よ
っ
て
地
域
住
民
へ
癒
し

を
届
け
る
目
的
で
、
東
京
五
輪
に
ち
な

み
昨
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
「
生
花
リ

レ
ー
」
の
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
生
産
組
合
各
支
部
長
を
中

心
に
、
秩
父
別
支
部
は
秩
父
別
町
温
泉

ゆ
う
＆
ゆ
へ
、
妹
背
牛
支
部
は
妹
背
牛

町
役
場
、
沼
田
支
部
は
沼
田
町
役
場
へ

花
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。
各
支
部
で
生
産

さ
れ
た
色
と
り
ど
り
の
花
を
使
っ
た
鮮

や
か
な
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
は

約
一
週
間
程
の
展
示
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
四
年
四
月
開
催
の
通
常
総
代
会

を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
役
員
改
選

に
向
け
、
第
一
回
役
員
選
任
推
薦
会
議

を
八
月
十
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

推
薦
委
員
は
、
各
地
区
か
ら
選
出
さ

れ
た
一
般
正
組
合
員
五
名
ず
つ
と
青
年

部
・
女
性
部
の
組
織
代
表
が
各
支
部
一

名
ず
つ
の
計
二
十
一
名
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
互
選
に
よ
り
、
委
員
長
に
谷

田
剛
さ
ん
（
秩
父
別
地
区
・
北
新
）、

副
委
員
長
に
加
藤
学
さ
ん
（
妹
背
牛
地

区
・
妹
背
牛
北
）、
松
原
利
浩
さ
ん
（
沼

田
地
区
・
沼
田
西
部
）
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
後
は
、
地
区
ご
と
で
役
員
選
任
推

薦
会
議
を
開
催
し
、
次
期
役
員
の
選
任

を
進
め
、
令
和
四
年
二
月
下
旬
ま
で
に

役
員
候
補
者
の
答
申
を
頂
く
予
定
と
な

り
ま
す
。

北
育
ち
元
気
村
花
き
生
産
組
合

「
生
花
リ
レ
ー
」
で
花
を
寄
贈

花き生産組合沼田支部　室田健一支部長（中央）と矢内真也副支部長（右）

北育ち元気村花き生産組合
田村昌之組合長（兼花き生産組合妹背牛支部長）（右）

花き生産組合秩父別支部　我部山豊春支部長（右）

次
期
役
員
改
選
に
向
け

第
一
回
役
員
選
任
推
薦
会
議

前列左から、谷田剛委員長、加藤学副委員長、松原利浩副委員長
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〜 THE YOUTH FACE 〜
　
子
供
の
頃
か
ら
、
暇
さ
え
あ

れ
ば
両
親
の
仕
事
へ
つ
い
て
い

き
、
父
の
機
械
の
操
縦
を
見
た

り
、
機
械
に
乗
せ
て
も
う
こ
と

が
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、

祖
母
か
ら
農
業
に
と
っ
て
大
切

な
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
、
過

酷
さ
、
収
穫
の
喜
び
を
野
菜
作

り
の
手
伝
い
か
ら
間
近
で
教
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
そ
の
頃
か
ら
将
来
は
農
業
を

や
っ
て
、
様
々
な
も
の
を
作
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
就
農
し
て
か
ら
は
家
の
仕
事

を
し
な
が
ら
、
勉
強
の
為
に
秩

父
別
育
苗
施
設
で
働
き
、
苗
管

理
や
多
く
の
生
産
者
と
交
流
を

重
ね
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

　
就
農
し
十
六
年
た
っ
た
今
で
も
、
農
業

の
先
輩
で
あ
る
父
、
母
、
周
囲
の
農
家
の

方
々
に
多
く
を
教
え
て
も
ら
い
日
々
勉
強

が
続
い
て
い
ま
す
。

　
今
後
を
考
え
る
と
、
作
付
面
積
の
増
加

や
そ
れ
に
伴
う
転
作
作
物
の
対
応
、ま
た
、

人
員
の
確
保
や
ス
マ
ー
ト
農
業
化
を
考
え

る
必
要
が
あ
り
、課
題
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
青
年
部
に
入
部
す
る
き
っ
か
け
は
同
じ

農
事
組
合
の
先
輩
か
ら
の
誘
い
で
し
た
。

当
時
は
同
級
生
も
お
ら
ず
知
り
合
い
が
ほ

と
ん
ど
い
な
い
状
況
で
、
勢
い
で
入
部
し

た
こ
と
を
少
し
後
悔
し
て
い
ま
し
た
。

　
初
め
て
参
加
し
た
行
事
は
視
察
研
修

で
、
不
安
な
が
ら
行
っ
て
み
る
と
、
多
く

の
先
輩
た
ち
が
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
れ
を
機
に
青
年
部
事
業
に
参
加
す

る
こ
と
が
楽
し
く
な
り
、
同
級
生
、
同
世

代
も
増
え
、
今
で
は
多
く
の
後
輩
も
で
き

ま
し
た
。

　
飲
み
会
で
は
幅
広
い
情
報
交
換
の
機
会

が
増
え
、
自
分
が
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を

営
農
に
生
か
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
だ
け
で

な
く
、
同
じ
農
業
者
と
し
て
盟
友
間
で
の

絆
も
強
く
深
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。

　
私
が
思
え
た
よ
う
に
後
輩
達
に
も
「
入

部
し
て
良
か
っ
た
」
と
思
え
る
よ
う
な
青

年
部
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

眞島　祐輔さん
秩父別・日の出農事組合

作付品目
水稲・ミニトマト・ブロッコリー

水稲の播種を行う眞島さん

農
業
を
選
ん
だ
き
っ
か
け

青
年
部
に
入
っ
た
き
っ
か
け

青
年
部
活
動
で
通
じ
て
思
え
た
こ
と

田植えを行う眞島さん

農
業
後
継
者
と
し
て

青年部の地域貢献事業で屋外清掃
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北
い
ぶ
き
産
秋
ま
き
小
麦
の
集
荷
が

七
月
二
十
二
日
よ
り
妹
背
牛
麦
集
荷
調

製
施
設
、
沼
田
農
産
施
設
に
て
一
斉
に

始
ま
り
ま
し
た
。
七
月
中
旬
よ
り
刈
り

取
り
が
始
ま
り
、
例
年
よ
り
や
や
早
い

集
荷
の
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　

刈
り
取
り
作
業
及
び
集
荷
作
業
は
八

月
上
旬
に
終
了
し
て
お
り
、
調
製
作
業

は
八
月
下
旬
に
終
了
し
て
お
り
、品
質
・

収
量
に
つ
い
て
は
良
好
で
す
。

　

八
月
十
九
日
、
北
育
ち
元
気
村
花
き

生
産
組
合
（
田
村
昌
之
組
合
長
）
は
、

令
和
四
年
度
へ
向
け
、
種
苗
会
社
に
よ

る
品
種
展
示
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

種
苗
会
社
六
社
が
参
加
さ
れ
、
ス

タ
ー
チ
ス
や
ダ
リ
ア
、
シ
ヌ
ア
ー
タ
、

シ
ネ
ン
シ
ス
な
ど
北
育
ち
元
気
村
花
き

生
産
組
合
で
は
定
番
の
品
種
が
多
く
揃

い
ま
し
た
。
定
番
品
種
の
中
で
も
、
さ

ら
に
耐
黄
性
や
豊
産
性
に
優
れ
た
新
品

種
や
新
色
の
商
品
も
多
く
展
示
さ
れ
て

お
り
、
展
示
会
を
訪
れ
た
生
産
者
は
、

種
苗
会
社
ス
タ
ッ
フ
と
多
く
の
意
見
を

交
わ
し
て
い
ま
し
た
。

受入された麦のコンテナがずらりと並びます（妹背牛）

令
和
三
年
産 

麦
の
集
荷
を
行
い
ま
し
た

サンプルを取るJA職員（沼田）

ホッパーへ投入される麦（沼田）

北
育
ち
元
気
村
花
き
生
産
組
合

来
年
度
へ
向
け
た
品
種
展
示
会

定番品種から登録申請中の新品種までずらりと展示されていました
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七
月
六
日
、
北
い
ぶ
き
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
生
産
組
合
（
谷
水
敏
和
組
合
長
）

は
、
秩
父
別
農
産
物
集
出
荷
施
設
に
て

令
和
三
年
産
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
目
揃
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
出
荷
規
格
を
統
一

す
る
た
め
行
わ
れ
、
出
荷
す
る
生
産
者

十
五
名
が
参
加
。
谷
水
組
合
長
が
、
当

日
選
果
さ
れ
た
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
品

質
、
形
状
等
に
つ
い
て
説
明
し
、
生
産

者
全
員
で
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
に
行
わ
れ
た
圃
場
巡
回
で
は

山
森
聡
さ
ん
（
秩
父
別
・
日
の
出
）、

遠
藤
大
亮
さ
ん
（
同
）
の
圃
場
を
視
察

し
、
参
加
し
た
生
産
者
の
皆
さ
ん
で
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
で
は
六
月
十
八
日
よ

り
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
選
果
・
出
荷
が
始

ま
っ
て
お
り
、
八
月
か
ら
九
月
に
か
け

て
出
荷
の
最
盛
期
を
迎
え
ま
し
た
。

　

七
月
十
九
日
、
北
い
ぶ
き
蔬
菜
類
生

産
組
合
（
眞
島
秀
樹
組
合
長
）
ミ
ニ
ト

マ
ト
部
会
は
、
秩
父
別
農
産
物
集
出
荷

施
設
に
て
令
和
三
年
産
ミ
ニ
ト
マ
ト
の

目
揃
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
出
荷
規
格

を
統
一
す
る
た
め
行
わ
れ
、
生
産
者

十
二
名
が
参
加
。
眞
島
組
合
長
が
、
当

日
選
果
さ
れ
た
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
品
質
や

形
状
、
ま
た
色
に
つ
い
て
は
道
外
向
け

と
道
内
向
け
の
出
荷
先
別
で
説
明
し
、

参
加
し
た
生
産
者
全
員
で
再
確
認
し
ま

し
た
。

　

Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
で
は
七
月
二
日
よ
り

ミ
ニ
ト
マ
ト
の
選
果
・
出
荷
が
始
ま
っ

て
お
り
、
七
月
下
旬
か
ら
八
月
に
か
け

て
出
荷
の
最
盛
期
を
迎
え
ま
し
た
。

JA職員より規格について説明を受けます

令
和
三
年
産
ミ
ニ
ト
マ
ト  

目
揃
会

選果中のミニトマト

令
和
三
年
産
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー  

目
揃
会

出荷時の色の違いについて生産者へ説明する眞島組合長
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第
六
回
理
事
会
〈
七
月
二
十
九
日
付
〉

【
報
告
事
項
】

管
理
本
部

○
当
面
に
お
け
る
農
協
行
事
予
定
に
つ

い
て

○
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
等
の
申
し
出

に
つ
い
て

○
令
和
四
年
役
員
改
選
に
伴
う
地
区
役

員
選
任
推
薦
委
員
に
つ
い
て

○
反
社
会
的
勢
力
等
と
の
取
引
排
除
に

か
か
る
対
応
事
務
手
続
に
基
づ
く
、

「
反
社
会
的
勢
力
の
認
定
結
果
」
に

つ
い
て

○
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基
づ
く

「
体
制
整
備
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
に
つ

い
て

○
固
定
資
産
の
取
得
・
処
分
、
主
要
修

繕
費
の
支
出
に
つ
い
て

○
ペ
ー
パ
レ
ス
会
議
に
係
る
意
見
集
約

結
果
に
つ
い
て

○
お
盆
休
暇
と
各
部
門
の
業
務
対
応
に

つ
い
て

○
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
月
次
報
告
に
つ

い
て

○
令
和
二
年
度
支
所
別
・
部
門
別
損
益

計
算
書

○
組
合
員
火
災
お
見
舞
い
に
つ
い
て

金
融
共
済
事
業
本
部

○
長
期
資
金
の
貸
し
出
し
状
況
に
つ
い　
　

　

て
○
長
期
共
済
一
斉
推
進
の
実
績
に
つ
い

　

て
○
未
利
用
口
座
管
理
手
数
料
制
度
の
制

定
に
つ
い
て

営
農
販
売
事
業
本
部

○
令
和
三
年
産
民
間
流
通
麦
の
全
道
共

計
概
算
金
に
つ
い
て

○
令
和
三
年
産
麦
の
出
荷
状
況
に
つ
い　

　

て
○
花
卉
・
蔬
菜
取
扱
実
績
に
つ
い
て

○
水
稲
防
除
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

○
令
和
三
年
度
水
稲
・
畑
作
品
目
別
作

付
面
積
調
査
に
つ
い
て

○
農
産
物
の
生
育
状
況
（
七
月
十
五
日

現
在
）
に
つ
い
て

○
Ｊ
Ａ
女
性
部
と
Ｊ
Ａ
役
員
と
の
意
見

交
換
会
に
つ
い
て

購
買
施
設
事
業
本
部

○
令
和
三
年
使
用
肥
料
大
口
引
取
奨
励

実
績
に
つ
い
て

○
購
買
施
設
事
業
実
績
検
討
表
（
六
月

末
）
に
つ
い
て

【
決
議
事
項
】

議
案
第
一
号

　
「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
不
祥
事
ゼ

ロ
運
動
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

議
案
第
二
号

　

職
員
就
業
規
則
、
並
び
に
準
職
員
就

業
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
三
号

　

会
議
体
管
理
規
程
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

議
案
第
四
号

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
規
程
の
一
部
改

正
、
並
び
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
五
号

　

規
程
類
管
理
規
程
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

議
案
第
六
号

　

令
和
四
年
役
員
改
選
に
伴
う
推
薦
委

員
の
委
嘱
に
つ
い
て

議
案
第
七
号

　

出
資
金
の
減
口
に
つ
い
て

議
案
第
八
号

　

固
定
資
産
の
修
繕
に
つ
い
て

議
案
第
九
号

　

固
定
資
産
の
取
得
、
並
び
に
処
分
に

つ
い
て

【
協
議
事
項
】

○
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
「
組
合
員
組
織
討

議
資
料
」、
並
び
に
組
合
員
か
ら
の

意
見
集
約
結
果
に
つ
い
て

□
採
用
〈
八
月
一
日
付
〉

　

佐
々
木　

尚
悟

　
　

秩
父
別
支
所
花
卉
蔬
菜
課
花
卉
蔬

菜
係
兼
同
支
所
営
農
推
進
課
営
農

推
進
係

□
退
職
〈
八
月
三
十
一
日
付
〉

　

山
田　
　

巧　

　
　

秩
父
別
支
所
燃
料
課
燃
料
係

理
事
会
報
告
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ＪＡグループ通信
北海道コンサドーレ札幌とＪＡグループ北海道の食農教育・社会貢献活動シンボルマークが決定！！

　北海道コンサドーレ札幌と JAグループ北海道は、SDGsを基本方針とし食農教育・社会貢献活動
をさらに発展させていくことを目的として、今年 3 月に新たに相互協力協定を締結しました。今
年 4 月からは、新たな連携活動の象徴となるシンボルマークの公募を行い、約 3 カ月間で、道内
外から81作品もの応募をいただきました。
　その中で最優秀賞に輝いたこちらのシンボルマークは、長崎県在住の30代女
性がデザインしたもので、今後、「コンサ ･ 土 ･ 農園（コンサドファーム）」や「み
んなのよい食JA親善大使」など、様々な活動で使用される予定です。 
　直近の連携活動としては、「コンサ ･ 土 ･ 農園」で収穫した野菜のチャリティー
販売を計画しています。トウモロコシは 8 月下旬 ･ ジャガイモは 9 月下旬の北
海道コンサドーレ札幌のホームゲーム時に、札幌ドームで販売予定です。

【連携活動については、本会ＳＮＳでも情報を発信しています！】 Twitter:＠JA_HOKKAIDO_PR / Instagram:＠ja_dosanko / Facebook:＠jahokkaido

JA北海道中央会

JA北海道信連 JA共済連北海道

ホクレン JA北海道厚生連

　ＪＡバンクで年金をお受取りされている方を対象に、
窓口で「招福ようかん」をプレゼントする「年金サン
クスプレゼント」を開催しています。今年は多くのＪＡ
で7月1日から、また、一部ＪＡでは8月1日以降からお
渡ししています。さらに、北海道警察とも連携して、
招福ようかんパッケージに“特殊詐欺
被害にあわれないよう注意喚起の標
語”も印刷し配布しています。
　ＪＡバンク北海道は、地域住民の暮
らしや財産を守る地域貢献活動に引
続き取組んで参ります。

　ＪＡ共済では、『自動車共済お見積りキャンペーン』
を実施しております。インターネットに開設したキャン
ペーンWebサイトへご応募いただいた方の中から、
抽選で総計13，000名様に家電などの素敵な賞品が
当たります。キャンペーンは令和4年3月31日（木）まで
です。この機会
に JA共済のホー
ムページにアクセ
スいただけますよ
うお待ちしており
ます！
JA共済ホームページアドレス https://www.ja-kyosai.or.jp/

北海道神宮例祭に合わせ大鏡餅を奉納
　北海道もち米団地農協連絡協議会（事務局：ホ
クレン）は 6 月11日、北海道神宮例祭に合わせて、
日本一の生産量※を誇るもち米産地として、疫病
退散（新型コロナウイルスの早期収束）と、もち食
文化の振興も含めた北海
道の農林水産業・経済の
持続的な発展を祈願して、
北海道産「はくちょうもち」
を使 用した総重量120kg
級の特大鏡餅を北海道神
宮へ奉納しました。※令和2年産米農産物検査実績（2021年3月31日時点）

　JAグループ北海道の連合会の
活動内容を紹介します。各団体
の詳しい取り組み内容はWEBサイ
トをご覧ください。

　帯広厚生病院のYouTubeで「管理栄養士のお昼
ご飯 職場飯編」の動画を公開しております。
　管理栄養士が教える栄養バランスの良いお弁当
の作り方、手抜きの方法など、普段お弁当作りを
されている方必見の内容
です！是非ご覧ください。

↑動画内のワンシーン

↑このサムネイルが目印です！

紹介動画への
QRコードはこちら→
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七
月
十
日
、青
年
部
妹
背
牛
支
部（
神

藤
武
志
支
部
長
）
は
、
令
和
三
年
度
豊

年
祈
願
焼
肉
祭
り
の
中
止
に
伴
う
代
替

事
業
と
し
て
、
焼
肉
祭
り
会
場
の
妹
背

牛
支
所
本
館
駐
車
場
の
ラ
イ
ン
引
き
を

行
い
ま
し
た
。

　

盟
友
二
十
八
名
が
参
加
し
、
駐
車
場

全
体
を
丁
寧
に
ほ
う
き
で
掃
い
た
後
、

車
一
台
分
ず
つ
寸
法
を
測
っ
て
マ
ス
キ

ン
グ
し
、
一
斉
に
白
の
ペ
ン
キ
で
手
塗

り
し
ま
し
た
。

　

妹
背
牛
支
所
を
利
用
さ
れ
る
お
客

様
、
組
合
員
へ
向
け
た
地
域
貢
献
事
業

と
な
り
ま
し
た
。

　

八
月
二
十
四
日
、
沼
田
町
で
地
域
参

画
活
動
を
行
う
「
農
天
気
の
会
（
藤
村

富
士
子
代
表
）」
が
主
催
す
る
「
メ
ロ

ン
体
験
学
習
」
は
、
今
年
度
第
二
弾
と

な
る
メ
ロ
ン
皿
敷
き
体
験
を
開
催
。
沼

田
小
学
校
四
年
生
児
童
十
三
名
が
辻
則

行
さ
ん
（
沼
田
東
部
西
）
の
圃
場
を
訪

れ
ま
し
た
。

　

六
月
の
体
験
学
習
で
定
植
し
た
メ
ロ

ン
は
、
き
れ
い
に
ネ
ッ
ト
が
張
り
、
大

き
く
育
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
体
験

で
は
、
収
穫
ま
で
の
間
、
病
気
や
傷
を

防
ぐ
目
的
で
、
赤
い
お
皿
を
座
布
団
の

よ
う
に
メ
ロ
ン
の
下
に
敷
く「
皿
敷
き
」

を
行
い
ま
し
た
。
大
き
く
育
っ
た
メ
ロ

ン
は
と
て
も
重
く
、
片
手
で
持
ち
上
げ

な
が
ら
行
う
皿
敷
き
作
業
に
苦
戦
し
て

い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
今
年
の
収
穫
が
終
わ
っ

た
メ
ロ
ン
の
ハ
ウ
ス
に
移
動
し
、
残
さ

れ
て
い
た
お
皿
を
み
ん
な
で
拾
い
集
め

ま
し
た
。

　

今
年
度
最
後
の『
メ
ロ
ン
体
験
学
習
』

は
、
九
月
十
四
日
に
収
穫
体
験
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

青
年
部
妹
背
牛
支
部

妹
背
牛
支
所
本
館
駐
車
場
の
ラ
イ
ン
引
き１台分ずつ丁寧にマスキング手作業で塗料を塗っていきます

沼
田
小
学
校  

メ
ロ
ン
皿
敷
き
体
験

約600枚ものお皿をみんなで回収しました 大きく育ったメロンを持ち上げるのに苦戦
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七
月
七
日
、
沼
田
町
花
卉
生
産
組
合

で
理
事
を
務
め
る
木
村
拓
哉
さ
ん
（
沼

田
東
部
西
）
と
、
沼
田
町
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
村
上
信
吾
さ
ん
、
小
野
寺
亮

さ
ん
が
発
起
人
と
な
り
、
沼
田
認
定
こ

ど
も
園
の
子
ど
も
た
ち
へ
花
火
と
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
は
、
沼
田
町
花
卉
生
産
組

合
（
室
田
健
一
組
合
長
）
の
生
産
者
さ

ん
の
協
力
に
よ
り
花
を
集
め
、
六
月

二
十
七
日
に
行
わ
れ
た
沼
田
町
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
イ
ベ
ン
ト
「
お
持
ち
帰
り
マ
ル

シ
ェ
」
に
て
出
店
し
販
売
。
そ
の
売
上

金
を
基
に
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り

へ
手
持
ち
花
火
セ
ッ
ト
八
二
人
分
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
、
こ
ど
も
園
へ
沼
田
町
産

の
花
を
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
し
た
大
き
な

花
飾
り
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

八
月
十
九
日
、
青
年
部
秩
父
別
支
部

（
石
井
裕
士
支
部
長
）
は
、
地
域
貢
献

事
業
と
し
て
、
キ
ャ
ン
プ
場
や
「
ち
っ

く
る
」、
夏
季
の
利
用
が
多
い
「
ベ
ル

パ
ー
ク
ち
っ
ぷ
べ
つ
」
で
の
屋
外
清
掃

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
に
秩
父
別
土
地
改
良
区

の
ご
協
力
の
も
と
、「
国
営
総
合
農
地

防
災
事
業
（
雨
竜
川
下
流
地
区
）」
と

し
て
着
工
し
て
い
る
八
丁
目
頭
首
工
と

導
水
路
の
施
工
現
場
を
視
察
し
、
施
工

の
目
的
や
計
画
、
完
成
後
の
設
備
の
働

き
に
つ
い
て
解
説
い
た
だ
き
、
水
稲
を

主
幹
と
す
る
農
業
地
域
と
し
て
、
河
川

設
備
の
重
要
性
を
知
る
研
修
会
と
な
り

ま
し
た
。

青
年
部
秩
父
別
支
部

地
域
貢
献
事
業
・
研
修
会

地下5mにある導水路を間近で視察 小さなごみまで丁寧に拾い集めました

沼
田
町
花
卉
生
産
組
合
が
協
力
し

こ
ど
も
園
へ
花
火
と
花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

花火を手渡す木村さん（左）

10



　

八
月
六
日
、青
年
部
秩
父
別
支
部（
石

井
裕
士
支
部
長
）
は
、
水
稲
施
肥
講
習

会
と
救
急
救
命
講
習
会
を
開
催
し
、
盟

友
二
十
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

水
稲
施
肥
講
習
会
で
は
、
普
及
セ
ン

タ
ー
水
稲
担
当
の
生
駒
専
門
主
任
を
講

師
に
、
土
壌
分
析
と
施
肥
設
計
の
重
要

性
や
施
肥
の
有
効
な
タ
イ
ミ
ン
グ
、
一

作
期
に
吸
収
さ
れ
る
主
な
養
分
と
し
て

窒
素
・
リ
ン
酸
・
カ
リ
・
ケ
イ
酸
の
各

養
分
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
頂
き
ま
し

た
。

　

救
急
救
命
講
習
会
で
は
、
基
本
的
知

識
に
つ
い
て
座
学
の
ほ
か
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
方
法
に
つ
い
て
参
加
者
一
人
ず
つ

体
験
し
、
緊
急
時
の
応
急
処
置
を
学
び

ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
女
性
部
秩
父
別
支

部
（
戸
村
千
代
美
支
部
長
）
は
、
七
月

二
十
九
日
に
第
二
回
目
、
八
月
四
日
に

第
三
回
目
の
「
野
菜
の
青
空
教
室
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

第
二
回
目
は
、
講
師
の
楠
本
典
子
さ

ん
（
穂
栄
）
の
圃
場
に
て
、
前
回
見
学

し
た
野
菜
の
生
育
状
況
を
確
認
。ま
た
、

病
害
虫
防
除
に
使
用
し
て
い
る
農
薬
に

つ
い
て
、
効
能
や
散
布
時
期
等
説
明
し

て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ミ
ニ
ト
マ

ト
の
試
食
や
ア
ラ
イ
グ
マ
被
害
の
見
分

け
方
な
ど
多
岐
に
渡
っ
て
お
話
し
し
て

頂
き
ま
し
た
。

　

第
三
回
目
で
は
、
吉
沢
真
由
美
さ
ん

（
穂
栄
）
よ
り
、
か
ぼ
ち
ゃ
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。
播
種
か
ら
摘
芯
、受
粉
、

収
穫
な
ど
一
連
の
流
れ
を
説
明
し
て
頂

く
と
、
参
加
者
で
摘
芯
を
体
験
。
果
実

の
成
長
を
促
す
た
め
、
芽
が
三
本
に
な

る
よ
う
に
そ
れ
以
外
の
わ
き
芽
を
取

り
除
き
ま
し
た
。
そ
の
他
、
お
も
ち
ゃ

か
ぼ
ち
ゃ
の
収
穫
体
験
等
を
行
い
ま
し

た
。

　

野
菜
に
つ
い
て
更
な
る
知
識
向
上
と

良
い
情
報
交
換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

青
年
部
秩
父
別
支
部

水
稲
施
肥
講
習
会
・
救
急
救
命
講
習
会

３時間にわたる救急救命講習となりました 施肥について真剣に聞き入ります

女
性
部
秩
父
別
支
部

第
二
回
・
第
三
回  

野
菜
の
青
空
教
室

吉沢さんよりかぼちゃの摘芯を教えてもらっています 楠本さんのトウモロコシ畑
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八
月
二
日
、
女
性
部
秩
父
別
支
部
フ

レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
（
西
谷
あ
ゆ
美
会
長
）

は
、
四
月
に
行
っ
た
メ
ロ
ン
定
植
体
験

に
続
き
、
メ
ロ
ン
生
産
組
合　

松
永
徹

組
合
長
（
北
新
）
の
協
力
に
よ
り
メ
ロ

ン
収
穫
体
験
を
開
催
し
、
会
員
五
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

松
永
組
合
長
の
圃
場
で
は
、
収
穫
時

期
の
作
業
内
容
や
収
穫
時
の
注
意
事
項

を
解
説
頂
き
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
皆

さ
ん
で
適
期
を
迎
え
た
メ
ロ
ン
を
一
人

一
つ
収
穫
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
納
屋

へ
移
動
し
、
出
荷
ま
で
の
流
れ
と
し

て
、
検
品
や
箱
詰
め
、
食
べ
ご
ろ
の
判

断
に
つ
い
て
詳
細
に
説
明
し
て
頂
き
ま

し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
秩
父
別
集
出
荷
施
設
に

て
、
メ
ロ
ン
担
当
の
Ｊ
Ａ
職
員
が
集
荷

か
ら
出
荷
ま
で
の
流
れ
を
紹
介
。
市
場

出
荷
分
と
個
人
配
達
分
の
仕
分
け
や
検

査
玉
を
使
っ
た
糖
度
計
測
を
視
察
し
ま

し
た
。

女
性
部
秩
父
別
支
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

メ
ロ
ン
収
穫
体
験

ツルをきれいなＴ字に揃えます 松永さんより収穫時のアドバイス

新採用職員紹介

佐々木　尚悟
（秩父別支所花卉蔬菜課兼営農推進課）

１日も早く業務を覚えて、組合や地域に貢
献できるよう、尽力致します。よろしくお
願い致します。

梶間　大将
（秩父別支所生産資材課）

趣味は釣りで、好きなスポーツは柔道です。
１日も早く組合員の方々に貢献できるよう
に、精一杯努力しますので、どうぞよろし
くお願い致します。
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未利用口座管理手数料の導入について
（2021年10月以降に新たに普通貯金口座および貯蓄貯金口座を開設されるお客さま）

　当組合では、長期間ご利用の無い口座が犯罪で不正利用されることの防止お

よび金融サービス維持向上の観点から、2021年10月1日以降に開設された全ての

普通貯金口座（総合口座を含む）や貯蓄貯金口座などを適用対象（※）として、「未

利用口座管理手数料（以下、本手数料）」を新設いたします。 

記 

適　 用　 対　 象

2021年10月1日以降に開設された全ての普通貯金口座（総
合口座を含む）および貯蓄貯金口座に対して適用します。 

（対象貯金）普通貯金、普通貯金無利息型（決済用）、総合口
座取引、総合口座（普通貯金無利息型）取引、営
農貯金、災害貯金、こども貯金、貯蓄貯金 

（※）2021年９月30日以前に開設された口座に対しては適
用しません。  

未利用口座となる口座

適用対象のうち、お預入れやお引出しなどの取引や、記帳等
のご利用が２年以上ない口座が対象となります。
ただし、以下のいずれかに該当する口座は対象となりません

（本手数料のご負担はございません）。

・貯金残高が10,000円以上の当該口座
・当組合でお借入れがある場合

未利用口座管理手数料
年間1,320 円（税込）

※原則、本手数料の領収書は発行いたしません。

※詳しくは、当ＪＡホームページ
（http://www.ja-kitaibuki.or.jp/）
または、各支所貯金窓口までお問い合わせください。
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本　　　所　共　済　課　0164-33-2011

妹背牛支所　貯金共済課　0164-32-2451

沼 田 支 所　貯金共済課　0164-35-2221

JA北いぶき
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令
和
3年
9
月
10
日

発
行
日

発
行
元

北
い
ぶ
き
農
業
協
同
組
合

北
海
道
雨
竜
郡
秩
父
別
町
1298番

地
の
8
編

集
管
理
本
部
TEL 0164－33－2011　

FAX 0164－33－3311
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
アド
レ
ス
http://w

w
w
.ja-kitaibuki.or.jp/

８月25日、
令和４年産

秋まき小麦播種前講習会を
開催しました

８月26日、
妹背牛町水稲直播研究会は
町内圃場と拓殖大学での
視察研修を行いました

８月20日、
女性部妹背牛支部では
臨時総会を開催

８月12日に秩父別・沼田、
８月19日に妹背牛にて

農薬空容器の回収を行いました
（写真は妹背牛）
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